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 二ツ箭山 山行報告  

１．目 的 地  ：二ツ箭山（ふたつやさん 710ｍ）  福島県いわき市 

２．日    程  ：平成１９年４月１５日（日） 

３．天    候  ：晴れ後曇り 

４．参 加 者  ：参加者７名（男性３名・女性４名） 

５．参 加 費  ：４，９００円（ｶﾞｿﾘﾝ代・高速代・運転手謝礼・温泉入浴800円・事故ﾌﾟｰﾙ金） 

６．コースタイム： 

 入口駐車場～御神体の滝～〆張場～尾根コース～鎖場～基部～男体山～女体山～二ツ箭山～月山  

8:05                      9:05                               10:00    10:30    11:10   11:30 

（昼食）～月山新道～入口駐車場                                  

～12:25                13:40着 
 

７．レ ベ ル ：累積標高差 約５３５ｍ、 行動時間５時間３０分  登山中級（Ｃ） 
８．山行状況  ： 出発時刻になっても初参加の新人男性２人が現れない。集合場所が分からず付近をウロウロ

していた一人とは携帯で連絡が付いて１５分遅れて合流。もう一人は連絡が付かずに見限っ

て出発することにした。（常磐道を走行中に掛かってきた電話によると寝過ごしたらしい）                                                                                        

以前使われていた根本登山口駐車場は私有地なので現在は使用出来ない。変わって手前の国

道沿いに絵入り登山コース案内板、トイレ等が設置された数十台は停められる立派な駐車場

が新しく出来ている。ここからは男体山、女体山の二つの岩峰が見える。 
水仙や花桃が美しい民家の庭先を抜けて登山道に入る。御神体の滝は左側の岩肌を登る。１

枚岩の川床は雨の日は滑りやすく、過去にはここで事故も起きたらしい。要所には鉄製の取

手（足場）が取り付けてある。渓流沿いのカエデが瑞々しい若葉を広げようとしている。秋

には渓谷が紅葉に染まることだろう。難所のほぼ垂直に近い４０ｍの鎖場を登り切ると男体

山と女体山の基部に着く。裏に回り込む様にして、まず男体山に登る。ここの鎖場も結構厳

しい。鎖よりも平行して設置してある直径４センチ位の太いロープを使った方が登りやすい。

岩峰の山頂からは太平洋も見えて素晴らしい眺め。しかし、足元が切れ落ちた岩の上は立っ

ておれない程の高度（恐怖）感がある。女体山も鎖を伝うがこれまでの鎖場に比べれば楽な

方だ。 
この辺りはアカヤシオに彩られる所。この日はまだやっと蕾が赤く膨らみ始めた程度。でも

よく探せば早くも花を咲かせたアカヤシオを見つけることが出来る。二ツ箭山の三角点があ

る山頂は周回する登山道から北に僅かに外れているが勿論しっかりと踏んで行く。回り込ん

だ月山のピークで昼食。ここに着くまでも休憩の度にチョコレート、キャンデー、餅、煎餅、

カステラ、ゼリー、ピーナツ、するめ等、次々と食べ物が出てきていた。 
谷を挟んで、越えてきた男体山、女体山が手に取るようによく見える。下山にかかると谷向

こうの稜線からオカリナの演奏が聞こえてきた。「もしかしてこれは、あの有名な我がＴＨ

Ｃの山でオカリナを吹く女ではないか」と話が盛り上がった。最後まで残っていたグレープ

フルーツを分け合って食べると、程なく駐車場に戻り着いた。 
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９．写 真  ： 

         月山  山頂                     昼食 
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